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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第３期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第４期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第３期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（百万円） 25,371 25,885 100,788

経常利益（百万円） 2,551 2,266 9,441

四半期（当期）純利益（百万円） 1,075 1,269 4,183

純資産額（百万円） 77,719 80,846 80,218

総資産額（百万円） 94,025 103,622 100,507

１株当たり純資産額（円） 1,540.991,602.881,590.47

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 21.33 25.18 82.95

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 82.7 78.0 79.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
543 3,140 8,315

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
677 △2,093 △6,021

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△724 △181 △145

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 16,048 18,560 17,689

従業員数（人） 2,185 2,517 2,337

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

        ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。     

　      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。 
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２【事業の内容】

  当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社) が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動については「３．関係会社の状況」に記載しております。

 

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、以下の会社を設立し新たに提出会社の関係会社となりました。

　

　名称 住所
資本金

(百万円)　
主要な事業の内容

議決権の所有割合

(％)　
　関係内容

　(連結子会社)

 株式会社Ｌｅｓ　Ｄｅｕｘ
東京都渋谷区 　　　50 小売事業 　　　　　　100 役員の兼任２名

 （注）主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年５月31日現在

従業員数（人） 2,517(5,624)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年５月31日現在

従業員数（人） 15 (－)
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第１四半期連結会計期間の生産実績を種類別に示すと、次のとおりであります。

種類別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同期比（％）

コーヒー（百万円） 1,445 108.3

菓子・デザート類（百万円） 867 181.7

ソース類（百万円） 169 107.5

惣菜類（百万円） 100 111.4

ドレッシング類（百万円） 20 87.2

コロッケ類（百万円） 16 205.8

その他（百万円） 129 119.5

合計（百万円） 2,747 125.0

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

当第１四半期連結会計期間の仕入実績を種類別に示すと、次のとおりであります。

仕入品目種類別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同期比（％）

小売事業         

 レストラン部門（百万円） 1,060 92.5

 喫茶部門（百万円） 1,213 89.5

　 小計（百万円） 2,274 90.9

卸売事業（百万円） 5,020 93.3

その他の事業（百万円） 60 27.8

合計（百万円） 7,355 93.3

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

当社グループは、見込み生産を行なっておりますので、受注状況については記載すべき事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ドトール・日レスホールディングス(E03518)

四半期報告書

 4/28



(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業区分別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

前年同期比（％）

小売事業         

レストラン部門（百万円） 8,791 117.0

喫茶部門（百万円） 7,102 97.5

小計（百万円） 15,893 107.4

卸売事業（百万円） 9,848 96.0

その他の事業（百万円） 142 45.9

合計（百万円） 25,885 102.0

　（注）１．金額は外部顧客に対する売上高を示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主な相手先別の販売実績及びその割合については、いずれも売上高の100分の10未満のため、記載を省略

　　しております。

４．小売事業及び卸売事業の地域別売上高及び卸売事業の品目別売上高は以下のとおりであります。

①　小売事業　地域別売上高

地域

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日） 四半期末店舗数

売上高（百万円） 前年同期比（％）

北海道地区 305 106.2 20

東北地区 227 92.3 13

関東地区 11,233 111.3 537

甲信越・北陸地区 11 86.2 1

中部地区 1,208 102.0 68

関西地区 1,994 94.4 109

中国地区 265 91.3 14

九州地区 646 112.4 42

合計 15,893 107.4 804

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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②　卸売事業　地域別売上高

地域

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日） 四半期末店舗数

売上高（百万円） 前年同期比（％）

フランチャイジー向             

北海道地区 165 103.8 13

東北地区 432 100.4 72

関東地区 4,545 95.9 766

甲信越・北陸地区 160 98.9 25

中部地区 452 104.8 74

関西地区 650 105.1 101

中国・四国地区 163 106.5 23

九州地区 246 113.9 41

小計 6,817 98.6 1,115

その他の一般卸売上 3,030 90.7 －

合計 9,848 96.0 1,115

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③　卸売事業　品目別売上高

品目

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

売上高（百万円） 構成比（％） 前年同期比（％）

コーヒー 1,858 18.9 98.3

食品 6,149 62.4 99.4

器具・器材 585 5.9 77.6

消耗品 694 7.1 80.9

ロイヤリティー等 560 5.7 99.1

合計 9,848 100.0 96.0

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社ドトール・日レスホールディングス(E03518)

四半期報告書

 6/28



２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

  

当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、中国や新興国向けの輸出の増加から緩やかに回復しつつあるもの

の、ギリシャ危機に端を発した欧州市場の混乱が国内の株式市場のみならず実体経済にも波及する様相を見せ、先

行きの不透明感は一段と高まることとなりました。個人消費もエコ関連に一部明るさが見られるものの、雇用不安

などから厳しい状況で推移しました。

外食業界におきましても、企業業績の一部回復が個人所得の増加につながらず、依然として節約志向は続き、低価

格競争の中厳しい経営環境となっております。

このような状況下で、当社グループは、「外食業界における日本一のエクセレント・リーディングカンパニー」

の地位確立を目指し、立地を厳選してグループ全体で23店舗（直営店舗13店舗、加盟店舗10店舗）を新規に出店す

るとともに、新規業態の立ち上げ、新メニュー開発、価格の柔軟な見直しなど既存事業の強化を行いました。新たな

取り組みといたしましては、グループのノウハウを結集し新規業態の開発や店舗運営などの事業展開を図る100％

子会社「Ｄ＆Ｎカフェレストラン」による、ピッツァが自慢の新業態「ピッツェリア＆バール　オリーブ・ツ

リー」を開発しました。さらに事業の一層の拡大のために喫茶部門で高級カフェ事業「カフェラミル」、「ニナ

ス」、「オーバカナル」の事業譲受けを行いました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における業績は、売上高258億85百万円（前年同期比2.0%増）、営業利益

21億50百万円（前年同期比12.1％減）、経常利益22億66百万円（前年同期比11.2％減）四半期純利益12億69百万円

（前年同期比18.1％増）となりました。

各事業部門の概況は次のとおりであります。

（小売事業）

　レストラン部門における新展開としましては、グループの持つノウハウを結集した新業態の「ピッツェリア＆

バール　オリーブ・ツリー」を埼玉県朝霞市にオープンしました。カフェとしてのご利用のほか、石釜で焼き上げる

ピッツァや茹で上げのパスタを中心としたお食事、夜はアルコールも気軽に楽しんでいただけるピッツァ＆バール

業態であります。また、商品面では、「洋麺屋五右衛門」、「麦とオリーブ」、「洋食浅草軒」の新規メニューの開発

を行うとともに、デフレに対応してレストラン業態の価格を柔軟に見直しました。また、引き続き「俵屋　ＴＡＷＡ

ＲＡ－ＹＡ」のチェーン展開を推し進めました。

　喫茶部門では、贅沢な具材をたっぷり使用したパリサンドや夏に向けたプレミアム・フローズンドリンクの新商

品を開発するなど、美味しさの追及に努めました。また、本年30周年を迎えたドトールコーヒーショップでは、『が

んばる人の、がんばらない時間。』をブランドメッセージに、メニューの開発や接客サービス向上、店舗でのプロ

モーション活動、インテリアの改善などを開始しました。その第一弾としてスタートしたモーニングセットでは多

くのお客様からご好評を受け、着実に客数の増加の効果が実現しております。

　このような施策を行ってまいりましたが、消費者の生活防衛意識はまだ高く、ロードサイド店舗を中心に来店客数

が伸び悩んだことや客単価の低下から、既存店は前年を下回る結果となりました。

　以上の結果、小売事業における売上高は158億93百万円（前年同期比7.4％増）、営業利益は18億54百万円（前年同

期比4.9％減）となりました。

　

（卸売事業）

　一般卸売上においては、チルド飲料の新商品を積極的に販売し、ドリップやコーヒー原料の販路拡大に努めるとと

もに、海外事業展開として韓国国内でのコーヒー飲料事業の拡大にも努めましたが、売上高は前年を若干下回る結

果となりました。

　以上の結果、卸売事業における売上高は98億48百万円（前年同期比4.0％減）、営業利益は18億93百万円（前年同

期比5.0％増）となりました。

　

(2）財政状態の分析 
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　当第１四半期連結会計期間末における資産残高は、営業に伴う現預金の増加、また事業譲受として取得した店舗資

産や敷金保証金の増加等により1,036億22百万円と前連結会計年度末と比べ31億14百万円の増加となりました。負

債につきましては、買掛金や賞与引当金の増加等により227億75百万円と前連結会計年度末と比べ24億86百万円の

増加となりました。純資産につきましては、利益剰余金の増加等から808億46百万円となり前連結会計年度末と比べ

６億28百万円の増加となりました。　

　

(3）キャッシュ・フローの状況　　　　　　　　

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、185億60百万円となり、前連結会計年度と比べ８億70百

万円の増加となっております。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益23億15百万円、減価償却費が８億67百万円、また

売上債権の増加額３億12百万円及び仕入債務の増加額８億86百万円、更に法人税等の支払額９億73百万円等により、

31億40百万円の収入(前年同期は５億43百万円の収入)となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、事業譲受による支出20億２百万円、新規出店等の有形固定資産の取得による

支出９億20百万円、投資有価証券の売却及び償還による収入17億63百万円等により、20億93百万円の支出(前年同期は

６億77百万円の収入)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入よる収入22億10百万円及び短期借入金の返済による支出17億10百

万円、また配当金の支払額６億５百万円等により１億81百万円の支出(前年同期は７億24百万円の支出)となりまし

た。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　特記事項はありません。 

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありませ

ん。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年７月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 50,609,761 50,609,761
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 50,609,761 50,609,761 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年３月１日～

平成22年５月31日
－ 50,609,761 － 1,000 － 1,000

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成22年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。 

 

①【発行済株式】

 （平成22年２月28日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

　　（自己保有株式）

 普通株式　 　　9,800
― ―

　　（相互保有株式）

 普通株式     171,800
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 50,323,200 503,232 ―

単元未満株式 普通株式 104,961 ― ―

発行済株式総数 50,609,761 ― ―

総株主の議決権 ― 503,232 ―

（注）　自己株式（自己保有株式）は「完全議決権株式（自己株式等）」に9,800株、「単元未満株式」に68株含まれ

　　　　　ております。また、自己株式（相互保有株式）は「完全議決権株式（自己株式等）」に171,800株（日本レス

　　　　　トランシステム㈱保有分200株及び㈱ドトールコーヒー保有分171,600株）、「単元未満株式」に68株（日本レ

　　　　　ストランシステム㈱保有分46株及び㈱ドトールコーヒー保有分22株）含まれております。

②【自己株式等】

 （平成22年２月28日現在）

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 

㈱ドトール・日レ

スホールディング

ス

東京都渋谷区猿楽

町10番11号
9,800 － 9,800 0.02

（相互保有株式） 

㈱ドトールコー

ヒー

東京都渋谷区神南

一丁目10番１号
171,600 － 171,600 0.34

（相互保有株式） 

日本レストランシ

ステム㈱

東京都渋谷区猿楽

町10番11号
200 － 200 0.00

計 ― 181,600 － 181,600 0.36
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月

最高（円） 1,245 1,410 1,457

最低（円） 1,115 1,206 1,241

（注）　最高・最低株価は、株式会社東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平

成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当

第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22

年３月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任あずさ監査法人による四半

期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任あずさ監査法人となっ

ております。　　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,570 17,699

受取手形及び売掛金 5,724 5,412

商品及び製品 1,034 1,007

仕掛品 99 81

原材料及び貯蔵品 898 889

繰延税金資産 885 785

その他 2,039 1,762

貸倒引当金 △82 △98

流動資産合計 29,169 27,539

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,452 18,988

機械装置及び運搬具（純額） 1,239 1,314

土地 13,096 12,975

リース資産（純額） 2,121 1,746

その他（純額） 1,655 1,530

有形固定資産合計 ※1
 37,565

※1
 36,556

無形固定資産 1,758 1,446

投資その他の資産

投資有価証券 8,993 9,699

繰延税金資産 2,315 2,303

差入保証金 22,569 21,715

その他 1,270 1,266

貸倒引当金 △19 △19

投資その他の資産合計 35,129 34,965

固定資産合計 74,452 72,968

資産合計 103,622 100,507
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,983 5,096

短期借入金 4,470 3,970

未払法人税等 1,105 915

賞与引当金 492 983

役員賞与引当金 10 40

その他 5,885 4,503

流動負債合計 17,947 15,509

固定負債

リース債務 1,031 974

退職給付引当金 1,458 1,406

その他 2,339 2,398

固定負債合計 4,828 4,780

負債合計 22,775 20,289

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 25,858 25,858

利益剰余金 55,139 54,525

自己株式 △368 △368

株主資本合計 81,630 81,015

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △806 △787

繰延ヘッジ損益 6 △24

評価・換算差額等合計 △800 △811

少数株主持分 16 14

純資産合計 80,846 80,218

負債純資産合計 103,622 100,507
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 25,371 25,885

売上原価 10,339 10,134

売上総利益 15,032 15,750

販売費及び一般管理費 ※1
 12,585

※1
 13,600

営業利益 2,446 2,150

営業外収益

受取利息 76 94

受取配当金 9 8

不動産賃貸料 12 15

持分法による投資利益 8 0

その他 16 24

営業外収益合計 123 143

営業外費用

支払利息 3 5

不動産賃貸費用 14 12

その他 0 9

営業外費用合計 18 27

経常利益 2,551 2,266

特別利益

投資有価証券売却益 39 118

受取補償金 10 －

その他 － 1

特別利益合計 49 119

特別損失

固定資産除却損 109 44

投資有価証券評価損 102 －

店舗閉鎖損失 415 3

その他 58 22

特別損失合計 686 71

税金等調整前四半期純利益 1,914 2,315

法人税等 ※2
 837

※2
 1,042

少数株主利益 2 2

四半期純利益 1,075 1,269
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,914 2,315

減価償却費 782 867

のれん償却額 － 15

退職給付引当金の増減額（△は減少） 29 51

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 △15

賞与引当金の増減額（△は減少） △470 △491

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15 △29

固定資産除却損 101 44

店舗閉鎖損失 199 3

投資有価証券評価損益（△は益） 102 －

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △39 △118

持分法による投資損益（△は益） △8 △0

受取利息及び受取配当金 △86 △103

支払利息 3 9

為替差損益（△は益） 1 △5

売上債権の増減額（△は増加） △964 △312

たな卸資産の増減額（△は増加） △135 △27

仕入債務の増減額（△は減少） 871 886

その他 615 945

小計 2,913 4,033

利息及び配当金の受取額 88 89

利息の支払額 △4 △9

法人税等の支払額 △2,454 △973

営業活動によるキャッシュ・フロー 543 3,140

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △970

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,515 1,763

有形固定資産の取得による支出 △1,628 △920

有形固定資産の売却による収入 － 2

無形固定資産の取得による支出 △159 △121

敷金及び保証金の差入による支出 △205 △117

敷金及び保証金の回収による収入 212 285

事業譲受による支出 － △2,002

その他 △57 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー 677 △2,093
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 870 2,210

短期借入金の返済による支出 △970 △1,710

長期借入金の返済による支出 △5 －

リース債務の返済による支出 － △75

配当金の支払額 △618 △605

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △724 △181

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 494 870

現金及び現金同等物の期首残高 15,554 17,689

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 16,048

※
 18,560
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

 連結の範囲に関する事項の

変更

　当第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社Ｌｅｓ　Ｄｅｕｘを連結の範

囲に含めております。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）　　

法人税等並びに繰延税金資産

及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも

のに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著

しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる

場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。

　ただし、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じ、又は、一時差異等の発

生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度末において使用した将来の

業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　

 23,961百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

 23,361百万円

　２　保証債務

 　　　金融機関借入保証

　２　保証債務

 　　　金融機関借入保証

保証先 金額  

株式会社ドトールチャレンジ 29百万円

株式会社サンブリッジ 25 

株式会社トレスアルボレス 11 

有限会社タイコウエンタープライズ 8 

有限会社稲垣商事 5 

小薗英雄 1 

合計 82百万円

保証先 金額  

株式会社ドトールチャレンジ 30百万円

株式会社サンブリッジ 26 

株式会社トレスアルボレス 12 

有限会社タイコウエンタープライズ 9 

有限会社稲垣商事 6 

小薗英雄 2 

合計 88百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 

 給与手当 4,162百万円

 賞与引当金繰入額　 461百万円

　 退職給付費用 131百万円　

　　 賃借料　　　　　　  2,913百万円

 減価償却費  618百万円

 水道光熱費  652百万円

 支払手数料  527百万円

 配送費  931百万円

 

※２　「法人税等」は、「法人税、住民税及び事業税」と

「法人税等調整額」を一括して記載しております。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 

 給与手当 4,528百万円

 賞与引当金繰入額　 463百万円

　 退職給付費用 141百万円　

　　 賃借料　　　　　　  3,105百万円

 減価償却費  718百万円

 水道光熱費  685百万円

 支払手数料  484百万円

 配送費  949百万円

 

※２　「法人税等」は、「法人税、住民税及び事業税」と

「法人税等調整額」を一括して記載しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年５月31日現在）

 現金及び預金勘定  16,048百万円

 現金及び現金同等物 16,048百万円

 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年５月31日現在）

 現金及び預金勘定  18,570百万円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △10百万円

 現金及び現金同等物 18,560百万円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年５月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　

平成22年５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　50,609千株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　 　181千株 

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月26日

定時株主総会
普通株式 657 13.00 平成22年２月28日 平成22年５月27日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

 

小売事業
（百万円） 卸売事業

（百万円）

その他の
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）レストラン　

部門
喫茶部門

売上高                             

(1）外部顧客に対する売上

高
7,517 7,28710,256 310 25,371 － 25,371

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
47 － 540 － 587 (587) －

計 7,564 7,28710,797 310 25,959(587)25,371

営業利益（又は△営業損失） 1,362 587 1,803 △2 3,749(1,303)2,446

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

 

小売事業
（百万円） 卸売事業

（百万円）

その他の
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）レストラン　

部門
喫茶部門

売上高                             

(1）外部顧客に対する売上

高
8,791 7,102 9,848 142 25,885 － 25,885

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
214 － 815 － 1,030(1,030) －

計 9,006 7,10210,664 142 26,915(1,030)25,885

営業利益（又は△営業損失） 1,247 606 1,893 △20 3,727(1,577)2,150

（注）１．事業区分は、当社の内部管理上採用している区分に基づき、販売方法の類似性を考慮し、小売事業、卸売事業、そ

の他の事業に区分しております。

　　　２．各事業区分の主要な内容

　　　　・小売事業　　……コーヒーその他飲食品類の直営店における小売販売

　　　　　　レストラン部門：日本レストランシステムグループ等の直営店　　　　　

  　　　　　喫茶部門　　　：ドトールコーヒーグループの直営店

 　　　 ・卸売事業　　……コーヒー、洋菓子その他飲食品類、器具、消耗品等の卸販売及び加盟金・ロイヤリティ収入

 　　　 ・その他の事業……店舗設計収入等

　

 　　　 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年３月１日　至平成21年５月31日)

在外連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 

　

当第１四半期連結累計期間(自平成22年３月１日　至平成22年５月31日)

在外連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年３月１日　至平成21年５月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。 

　

当第１四半期連結累計期間(自平成22年３月１日　至平成22年５月31日)

海外売上高は連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載は省略しております。 

 

（有価証券関係）

　当社グループの所有するその他有価証券で時価のあるものは、当第１四半期連結会計期間に一部売却しておりま

す。なお、当第１四半期連結会計期間末に所有している有価証券については、前連結会計年度末日の時価と比べ著し

い変動がないため記載を省略しております。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループのデリバティブ取引は、ヘッジ会計が適用されている取引のみであるため、記載を省略しておりま

す。 

  

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

該当事項はありません。 
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成22年３月１日　至平成22年５月31日）　

パーチェス法の適用

当社は、平成22年５月１日をもってユニマットキャラバン株式会社より事業の一部を譲り受けました。

１．事業譲受相手企業の名称及び事業の内容、事業譲受を行った主な理由、事業譲受日、企業結合の法的形式

(1）事業譲受相手企業の名称及び事業の内容

  　　相手企業の名称　　ユニマットキャラバン株式会社

  　　事業の内容　　　　コーヒーの製造販売及び飲食店の経営

(2）事業譲受を行った主な理由

　ユニマットキャラバン株式会社及び株式会社ユニマットクリエイティブでは、これまで高級カフェ事業「カ

フェラミル」を２１店舗、パリのティーサロンをイメージしたカフェ事業「ニナス」を１１店舗、本格的なパリ

の雰囲気を再現したカフェ・レストラン・ブランジェリー事業「オーバカナル」を７店舗展開してまいりまし

た。

　これらの３９店舗の事業を株式会社ドトールコーヒーが譲り受け、両社が蓄積してきた外食事業に関する経験

とノウハウを活用するとともに、当社が持つ経営資源とノウハウを融合させることにより、さまざまな相乗効果

を得ることができ、確実に収益を積み上げることのできる競争力の高い企業グループが形成できるものと考え

ております。

(3）事業譲受日

　　　平成22年５月１日　

(4）企業結合の法的形式

　　　事業譲受

２．四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

　　平成22年５月１日から平成22年５月31日まで

３．取得した事業の取得原価及びその内訳

　 取得の対価 2,016　百万円　

　 取得に直接要した支出 －　　

　 取得原価　 2,016　百万円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間　

(1）発生したのれんの金額

　　　262百万円

(2）発生原因

　　　今後の事業展開によって期待される、将来の収益から生じたもの。

(3) 償却方法及び償却期間

　　　10年間の定額法により償却

５．企業結合が当事業年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結会計期間に係る四半期連結損

益　

 計算書に及ぼす影響の概算額

　 事業の部分的な譲受のため概算額の算定が困難であり試算しておりません。

　 なお、影響の概算額の注記については監査証明を受けておりません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 1,602.88円 １株当たり純資産額 1,590.47円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 21.33円 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 25.18円 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

四半期純利益（百万円） 1,075 1,269

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,075 1,269

期中平均株式数（千株） 50,428 50,428

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額の算定に

含めなかった潜在株式で、前連結会計年度

末から重要な変動があったものの概要

－ －

　

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間(自平成22年３月１日　至平成22年５月31日)

　該当事項はありません。 

 

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理をしておりますが、当第１四半期連結会計期間末における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月15日

株式会社ドトール・日レスホールディングス

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　清　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 斎藤　昇　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 橋本　裕昭　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ドトール・

日レスホールディングスの平成21年3月1日から平成22年2月28日までの連結会計年度の第1四半期連結累計期間（平成21年

3月1日から平成21年5月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドトール・日レスホールディングス及び連結子会社の平成21年5

月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　 

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年7月15日

株式会社ドトール・日レスホールディングス

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　清　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 橋本　裕昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　義仁　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ドトール・

日レスホールディングスの平成22年3月1日から平成23年2月28日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成22年

3月1日から平成22年5月31日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成22年3月1日から平成22年5月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドトール・日レスホールディングス及び連結子会社の平成22年5

月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　 

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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